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1990年より⽇本で移⺠研究と
移⺠の「代弁」（？）を

• 総務省『多⽂化共⽣の推進に関する研究会報告書 〜 地域における多⽂化
共⽣の推進に向けて 〜』(2006年)
→ 私は地域住⺠の意識啓発も必要だという点を主張した。
• 2010年に分科会コーディネーターを務めた『外国⼈を受け⼊れる地域社会の
意識啓発に関する提⾔』（外務省、神奈川県、国際移住機関(IOM)主催の国際
ワークショップの成果物）
→ その意識啓発に向けた具体的な提⾔を盛り込むことができた。
• コミュニティのオピニオンリーダー？
→ ブラジル系雑誌でコラム連載、在⽇ブラジル⼈全国ネットワーク顧問、在
東京ブラジル総領事館「市⺠代表者会議」評議員など。
• 最近は「⽇本語教育推進法」の有識者会議の委員（⽂科省・⽂化庁）、
法務省の「在留外国⼈に対する基礎調査に関する有識者会議」構成員。



“外国⼈”にとって⽣きやすい
⽇本になるには

１）⽇本に来やすくしなけ
れば！（「ビザの壁」）
• 「来やすさ」を阻む壁は

数えきれないほど多い：
→ コロナ危機以降、留学⽣
の⼊国がほぼ許されていな
い
→ ⽇系３世でさえも、新規
ビザ発⾏凍結、⽇本で闘病
中の親族がいても会えてい
ないなどの様々な悲劇がブ
ラジルの⽇系紙で報じられ
ている
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“外国⼈”にとって⽣きやすい⽇本になるには(続き）

２）⽇本在住の中⻑期滞在者に⾥帰
りしやすくしなければ！
→「いつでも帰れるという安⼼感が
あるから、⽇本に⻑く住める」とい
う⼤前提が、コロナの⽔際対策で崩
壊した。
→「⼀時帰国・再⼊国を阻む壁」：
パンデミック初期においては、G7諸
国の中で⽇本だけが定住・永住者に
厳しい「再⼊国の壁」を強いるとい
う冷遇を。これには多くの在住外国
⼈が失望、幻滅。
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注目の発言集

在日外国人“親が亡く 

なっても一時帰国断念”

⽇本とブラジルで引き裂かれ
た家族を特集した記事



“外国⼈”にとって⽣きやすい⽇本になるには(続き）
• 「⾥帰り」を阻むのは⽔際対策だけではない。家族の事

情で仕事を休むことが冷たい⽬で⾒られるゆえの「⾃粛
⽂化＝同調圧⼒」も。例：サッカー⽇本代表の監督だっ
たジーコが、⺟親の死去で葬儀のためにリオに緊急帰国
して公式試合の指揮を⼿放した時の「世論」によるバッ
シング。
• 多くの“外国⼈”が⽇本を“選ばない”もう⼀つの理由は「ラ
イフワークバランス」を確保することの難しさ。「ライ
フワークバランス」については、24時間の時間配分や１
週間の中での余暇確保に関する議論が多いが、在⽇外国
⼈にとってはこれらに加え、１年の中でどのくらいまと
まった数週間単位の⻑期休暇が取れるかが死活問題。
• そもそも圧倒的多数が「⾮正規雇⽤」の⾝分から抜け出

せない中では、労働条件の各改善策の恩恵が受けられて
いる“外国⼈”は⼀握りに⽌まっているのが現状。



移⺠のライフプランを考
える上では、「個⼈」で
はなく「家族」単位の課
題や戦略を考える必要が
• 多くの在留資格（特定技能
第⼀号、「⽇系４世ビザ」
など）で「家族の帯同」を
禁じることは⼤問題。

• 愛知県豊橋市在住の在⽇ブ
ラジル⼈が「移⺠家族」の
写真集は⽰唆的。



•私たちの真ん前に、三世代
の家族が。すでにリタイア
して⽣産年齢⼈⼝ではなく
なった⾼齢世代の彼も、そ
の個⼈だけを指せば、⽇本
経済にとって「お荷物」と
して後指を指されがちだが、
「点」ではなく、時間軸と
いう「線」で捉えれば、彼
は数⼗年、⼗分に⽇本経済
に貢献したし、「個⼈」で
はなく「家族」単位で捉え
れば、今でもその息⼦や娘
世代が現在進⾏形でたっぷ
り経済貢献していることが
⾒えてくるはず。



• この写真集を考案し
た⽇系ブラジル⼈と、
パートナーと、その
娘。娘さんを安易に
「ハーフ」や「外国
⼈」と呼んでいいの
だろうか？



政府（法務省）が実施した「在留外国⼈に対する基礎調査」報告書より
抜粋

⽇本での通算在住年数（単⼀回答）
⽇本に住んでいる期間の合計（以下，「⽇本での通算在住年数」と⾔う）を
みると，「10年以上20年未満」（20.3%）となっている。
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数⼗年単位で⽇本に在住する⼈も
もはや珍しくない

• 政府（法務省）は「共⽣社会のための総合的対応策」の⼀環とし
て、⼤規模の「在留外国⼈に対する基礎調査」を実施。私もこの
調査の有識者会議のメンバーに招かれた。
• 報告書は通算滞在歴が「３年以上10年未満」の割合が最も⾼い
（32.4%）ことを強調。
• 私はむしろ、3％「もが」30年以上滞在しているという点に注⽬
を促したい。また「20年以上30年未満」が10.5%というのも決し
て低い数字だと思えない。
• 3割以上が10年以上、⽇本に。
•⾼齢化問題や「終活」、「墓活」が切実な問題に！（出
⾝国にも⽇本にもお墓が⽤意できていないなど、無数の課題が）



移⺠の「⼆⼑流」の⽣活実践や
⽂化保持をもっと肯定しよう！
• 例えば、今⽇（2⽉14⽇）はバレ
ンタインデー。
• ⽇本ではバレンタインとホワイト
デーを２⽉と３⽉に祝うが、ブラ
ジル⼈は６⽉１２⽇の「恋⼈の
⽇」も⼤切にしてプレゼント交換
もする。移⺠はどちらかのカレン
ダー⽂化を捨てるのではなく、両
⽅を踏まえて複数回祝うという
「⼆⼑流」（⾜し算）の論理によ
る、豊かな⽂化的実践を貫いてい
る！
• トランスナショナルな⽣活でダブ
ルな⽂化とアイデンティティの実
践は可能。



多様な価値観や⽣き⽅を容認する「器の広さ」が
欲しい

• せっかく多様な⽂化的バックグラウンドを有する⼈々の
可能性を押し殺すのはあまりにももったいない話ではな
かろうか。
• 移⺠を受け⼊れることのメリットは「経済」や「労働」
⾯での貢献に⽌まらないはずだ。
•広義の「イノベーション」の担い⼿になる可能性は無限

にあり得る。



朝⽇新聞の
「フロントランナー」:

豊⽥市の有名な
保⾒団地で
撮影



• その団地でいわゆる
「移⺠の第⼆世代」の
⼦どもたちがサッカー
を。
• “移⺠第⼆世代”の未来

は？

⼤学への進学は
まだ狭き⾨…



• 移⺠の第⼆世代を「⾼度⼈材」
として育てる、つまり⽇本の⽣
え抜きの“⾼度外国⼈材”という
発想もあって良いのでは。
• もっと⾔えば、⾮熟練労働者の

ままリタイアしてしまっている
移⺠第⼀世代のキャリアアップ
もまだ⼗分間に合うはず！
• 例えば保⾒団地の中には、ブラ

ジル⼈向けの英語スクールが。
看板には「⾃分の未来に投資し
よう」と。英語⼒を有する⼈は
意外にも多い。
• もちろん、⽇本語学習熱も⾼

まっている。ブラジル系エス
ニックメディア(Alternativa)の
特集への反響がそれを裏づけて
いる。



⽇本に住むブラジル⼈の知られざる「リカレント教育」：
ブラジルの⼤学をオンライン（遠隔）教育で卒業するとい
うトランスナショナルな実践も。



共⽣社会の「総合的対応策」ができたことは素晴らしい。
しかし、多⾔語対応などの施策が絵に描いた餅にならないように
最⼤限の配慮が必要！ • 例えば、⾃治体がスマホの無

料アプリで10か国語の多⾔語
サービスを。ところが、ポル
トガル語の⾃動翻訳は致命的
な誤訳に：
「…⻑い時間、機材を使ってくだ
さい」と読み取れる訳⽂に。（⽇
本語の原⽂、つまり伝えたい内容
は「遊具を⻑時間独占しない」
だった。）
• →AIや機械翻訳を過信せず、
バイリンガル⼈材の育成と活
⽤こそが必要。



おわりに：いくつかの追加提⾔
• ⾔葉の壁 → 情報の多⾔語化＋やさしい⽇本語＋⽇本語学習（⾜し

算の論理）。何より、翻訳・通訳の質保証！
• 制度の壁 → 国籍法を改正して複数国籍を認める。最低でも部分的

⽣地主義を導⼊（永住者の⼦として⽇本で⽣まれれば、⽇本国籍を
付与）
• ⼼の壁 → 政府は⼤胆な反差別の意識啓発キャンペーンを。メディ

アは⼤⼈の多⽂化教育を。学校では⼦供たちに“外国⼈”への寛容性
を育む教育プログラムを。
• ⺠間でも各業界ですぐに実践できることは多い。たとえば顧客が
「名前」を記⼊する欄がさまざまな国の⼈々の⻑い名前に対応でき
ているかを点検し、フルネームが書けるようにスペースを増やすな
ど、⼊⼒フォームの設定改善というちょっとした⼯夫で“外国⼈”の
暮らしやすさに劇的な効果が。（例：娘の習い事の修了証書で肝⼼
なファーストネームが途切れて彼⼥はショック…先⽅は「システム
上、６⽂字までしか⼊らないのでごめんなさい…」）。



おわりに 続き（時間の余裕があれば）
• →いわゆる「エスニックメディア」 （在⽇外国⼈がそれぞれの

⺟語で発信している雑誌やデジタル媒体等）を代弁する⼈はあ
まりいないので、この際、注⽬を促したい。エスニックメディ
アは多くの移⺠にとって重要な⽣活インフラだが、その主な収
⼊源は⽇本企業が出す求⼈広告なので、コロナ禍により広告が
激減し、経営基盤も脆弱なので存続の危機にある。コロナ情報
を提供する政府広告や公共広告を出してもらえればありがたい
（在⽇外国⼈が⽇本社会とつながるために頼りにする存在であ
り、⽀援は公益にもかなう）。



おわりに 続き
（時間の余裕があれば）

例えばこういう
グッドプラクティスが

・ブラジル系エスニックメディアの代表
格、Alternativaというフリーペーパーに
、厚労省が有料の広告を掲載。
「あなたがコロナで仕事を失ったのなら
、ハローワークに相談してみて！」
ポルトガル語で相談可能だと告知。
・私が提⾔してきた「公助」の⼀つの理
想的な形。こういう試みを各⽅⾯におい
て増やすことが望まれる。



ご清聴ありがとうご
ざいました

OBRIGADO! 


